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本
学
は
、
９
月
10
日
、
株
式
会
社
日
比
谷
花
壇
と
包
括
協
定
を
締
結
し
ま
し

た
。
同
社
と
は
こ
れ
ま
で
授
業
や
イ
ベ
ン
ト
等
で
協
働
し
、
社
会
連
携
の
取
り

組
み
や
意
見
交
換
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
今
後
は
花
と
緑
に
関
す
る
教
育
や

教
員
・
学
生
と
の
交
流
な
ど
で
協
力
し
、
大
学
と
企
業
に
よ
る
社
会
課
題
解

決
の
取
り
組
み
を
目
指
し
ま
す
。

造
形
表
現
学
科
主
催

「
ア
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
２
０
２
５
」に
お
け
る
連
携

婚
礼
や
イ
ベ
ン
ト
装
花
で
使
用
し
て
い
る
造
花
を
貸
与
い
た
だ
き
、
本
学
卒
業

生
で
現
在
は
日
比
谷
花
壇
・
東
京
會
舘
店
に
所
属
し
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ン
を

担
当
す
る
ト
ッ
プ
・
フ
ロ
ー
リ
ス
ト
の
新
井
美
穂
氏
が
、
技
術
的
な
助
言
や
ア

イ
デ
ア
を
実
現
す
る
支
援
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

来
場
者
を
迎
え
る
花
の

イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン

２
・
４
m
四
方
の
大
き
な
フ
レ
ー
ム
を
活
か
し
、

花
と
緑
の
非
日
常
的
な
空
間
装
飾
を
目
指
し

ま
し
た
。
日
比
谷
花
壇
か
ら
お
借
り
し
た
造
花

は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
毛
糸
を
編
ん
で
作
っ
た

造
花
や
リ
ボ
ン
を
使
っ
た
造
花
は
7
名
の
チ
ー

ム
で
制
作
し
て
い
ま
す
。
レ
ー
ス
を
使
っ
た
空
間

づ
く
り
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
た
の
で
す
が
、
造

花
の
固
定
方
法
や
効
果
的
な
花
の
配
列
の
工
夫

な
ど
、
日
比
谷
花
壇
の
社
員
の
方
の
ア
ド
バ
イ

ス
で
私
た
ち
の
イ
メ
ー
ジ
に
近
い
よ
り
よ
い
も
の

が
で
き
た
と
考
え
て
い
ま
す
。
来
場
さ
れ
た
お

子
様
や
ご
家
族
が
記
念
写
真
を
多
く
撮
影
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
正
門
で
お
客
様
を
お
出

迎
え
し
、
ア
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
の
会
場
を
盛
り
上

げ
る
素
敵
な
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。
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学
科 

健
康
科
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令
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7
年
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京
家
政
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学 

１
４
０
周
年
記
念
・
土
居
則
子

奨
学
金
授
与
式
が
狭
山
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

看
護
学
科
と
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
科
の
5
名
の
学
生
が
受
賞

し
ま
し
た
。

看護学科では、全員取得の看護師国家試験受験資格に加え、保健師、助産師の
国家試験受験資格も取得できることが大きな特徴です。

●看護師国家試験受験資格（全員取得が原則）
●保健師国家試験受験資格（選択）
●助産師国家試験受験資格（選択）

助産師課程の学生は、子育て教室を主
催し、産後の母子と家族が健康的で楽
しい育児を行えるよう支援しています。こ
の活動を通じて、助産師としての地域母
子保健における役割認識と実践力を高
めています。

卒業生と在学生の交流会を年1回開催しています。
学内には卒業生から後輩たちへのメッセージが掲示
されており、卒業生との繋がりも大切にしています。

学生主催で子育て教室も
開催しています！

卒業生から

後輩たちへ
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2025年
9月10日

１
４
０
周
年
記
念
・

土
居
則
子
奨
学
金

土居則子先生（東京家政大学1963年卒業生 本学名誉教授）の寄付金に
より創設された奨学金制度です。土居則子名誉教授のお母様が戦前、看
護師・助産師として病院に勤務されていたことから、医療系職業人養成
である健康科学部の学生を応援したいとの思いで設立されました。

NEWS

学科の実践的な学び

実践教育の

１４０周年記念・土居則子奨学金とは?

2保健師課程1領域実習 3助産師課程

3年次に約7か月にわたり、母性看護、小児看護、
成人看護、老年看護、地域・在宅看護、精神
看護の各領域で実習を行います。

全員必修

保健師課程（選抜制、定員20人）では、市町
村保健センター実習に向けて、家庭を模した実
習室で、新生児訪問の事例演習と体重測定の
実技演習を行います。床の間の掛け軸は後援
会からご寄贈いただいたものです

助産師課程の学生は、分娩介助実習に入る前
にNCPR（新生児蘇生法）資格認定講習会を
受講します。この講習会を通じて、新生児の緊
急時対応に必要な知識と技術を習得し、実習に
備えています。

母子保健　新生児訪問演習の様子領域実習の様子

保健師課程必修 助産師課程必修

NCPR（新生児蘇生法）資格認定講習会の様子

取得できる資格・
目指せる資格

株
式
会
社
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比
谷
花
壇
と

包
括
協
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締
結

包括協定
締結

2025年度

2
0
2
5
年
9
月
10
日
（
水
）

本学学長 井上俊哉（左）、株式会社日比谷花壇 
代表取締役社長 宮島浩彰氏(右)

花と緑の非日常的な空間装飾の
インスタレーション

正門前に設置された2.4m四方の大型の展示「Fleur - Conception de fleurs -」
中心となった制作メンバー

緑
苑
ク
ラ
ブ
と
は
？

緑
苑
ク
ラ
ブ
と
は
？

卒
業
生
保
護
者
の
会
で
す
。
会
員
相
互
の
親
睦
を
図
る
と
と

も
に
、
大
学
の
教
育
事
業
及
び
大
学
後
援
会
の
事
業
を
援
助

し
、
大
学
の
発
展
に
寄
与
し
て
い
ま
す
。

緑苑クラブ 委員長
古屋 智通

緑苑クラブの主な行事・活動
・行事への参加（緑苑祭、合同懇親会 等）
・「渡邉辰五郎奨励賞」への助成
・祝賀記念品の贈呈

東京家政大学後援会・緑苑クラブ事務局
Tel : 03-3961-3264　Fax : 03-3961-5403
E-mail : kouenkai@tokyo-kasei.ac.jp

東京家政大学緑苑クラブ

緑
苑
ク
ラ
ブ
は
、
昭
和
43
年
の
設
立
以
来
、

卒
業
生
の
保
護
者
が
中
心
と
な
っ
て
、
大

学
の
教
育
・
研
究
活
動
の
発
展
に
情
熱
を

も
っ
て
寄
与
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
学
園
の

記
念
行
事
へ
の
協
力
を
は
じ
め
、
大
学
の

近
況
を
共
有
し
、
会
員
同
士
の
つ
な
が
り

を
育
み
な
が
ら
、
大
学
と
の
絆
を
よ
り
強

く
結
ぶ
た
め
の
活
動
を
精
力
的
に
展
開
し

て
い
ま
す
。

学
生
の
学
園
生
活
全
体
を
見
据
え
た
サ

ポ
ー
ト
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
、
大
学
と
の

連
携
強
化
、
卒
業
生
と
の
交
流
、
情
報
発

信
な
ど
、活
気
あ
ふ
れ
る
取
り
組
み
を
次
々

と
実
行
に
移
し
て
ま
い
り
ま
す
。
会
員
の

皆
さ
ま
の
ご
意
見
や
ご
提
案
を
柔
軟
に
取

り
入
れ
、
よ
り
開
か
れ
た
、
そ
し
て
行
動

力
あ
る
ク
ラ
ブ
運
営
を
目
指
し
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
是
非
と
も「
東
京
家
政
大

学
緑
苑
ク
ラ
ブ
」に
ご
入
会
い
た
だ
き
、
大

学
の
発
展
に
温
か
い
ご
支
援
を
賜
り
た
く

お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。
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挨
拶

緑苑クラブへのご入会について

詳しくは下記の緑苑クラブ事務局までお問い合わせください。

緑苑クラブへご入会いただける方はもちろん、少
しでもご興味を持っていただいている方や、まだ
ご入会について迷っている、という方も、お気軽
に右記の回答フォームからアンケートの回答にご
協力ください！

ご入会のお申込みもこちらから！！

問い合わせ先

WEBサイトの
QRはこちら！

アンケートの
回答フォーム


